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2国境離島の未来に向けて～対馬からの提言～

1 訃報　“対馬の偉大な郷土史家”逝く
　上県町志多留生まれで対馬の郷土史家、永留久惠先生（享年94歳）が旅立たれました。永留
久惠先生は、数々の対馬の歴史に関する書籍を発刊し、平成21年に発刊された歴史書「対馬国
志」は、日本自費出版文化大賞にも輝き、平成26年3月には対馬市初の名誉市民になられました。
　謹んでご冥福をお祈りいたします。

3 国境離島は重要!!
　4月29日、太田昭宏国土交通大臣が、対馬視察に訪れました。中村法道長崎県知事が「離島
振興対策の充実について」「公共事業予算の確保について」などの要望書を、財部能成対馬市
長が「国境離島新法の早期制定について」「市道の早期完成について」「航空路及び航路に係
る施策について」などの要望書を太田大臣に手渡しました。

　4月25日、対馬市交流センターで「国境離
島新法制定対馬市総決起大会」が開催されま
した。
　谷川弥一衆議院議員や金子原二郎参議院議
員、中村法道長崎県知事などが参加し、総決
起大会の最後には、参加者全員で「ガンバ
ロー三唱」が行われ官民一体となって新法の
早期制定に向け気運を高めました。
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も
っ
と
対
馬
を
知
り
た
い
。
も
っ
と
対
馬
を
楽
し
み
た
い
。

ま
た
対
馬
に
来
た
い
と
い
う
対
馬
フ
ァ
ン
拡
大
を
め
ざ
す

「
観
光
情
報
館　

ふ
れ
あ
い
処
つ
し
ま
」
が
５
月
16
日
（
土
）

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

テ
ー
マ
は
「
観
光
客
を
お
も
て
な
し
の
心
で
出
迎
え
る

対
馬
の
ウ
ェ
ル
カ
ム
ゲ
ー
ト
」
。
江
戸
時
代
の
対
馬
藩
家
老

古
川
家
の
長
屋
門
を
再
現
し
た
建
物
に
は
、
対
馬
の
魅
力
が

い
っ
ぱ
い
！
そ
の
全
貌
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

観光情報館
家老屋敷でおもてなし！　
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ば
、
誰
も
そ
の
土
地
に
行
き
た
い
と
は
思

い
ま
せ
ん
し
、
特
産
品
を
買
お
う
と
は
思

い
ま
せ
ん
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に

よ
り
、
個
人
の
情
報
発
信
の
重
要
性
は
ま

す
ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
「
ふ
れ
あ
い

処
つ
し
ま
」
は
、
市
民
が
対
馬
に
つ
い
て

学
び
、
観
光
客
と
交
流
す
る
拠
点
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
島
の
子
ど
も
た
ち
が
「
対

馬
は
い
い
と
こ
だ
よ
！
」
と
自
信
を
持
っ
て

言
え
る
よ
う
に
「
ふ
れ
あ
い
処
つ
し
ま
」

を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。
観
光
客
と
市
民

が
、
と
も
に
楽
し
み
、
憩
え
る
場
所
と
な

る
よ
う
、
み
な
さ
ん
も
気
軽
に
足
を
運
ん

で
く
だ
さ
い
ね
。

の
石
塀
と
の
調
和
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。

　

国
境
の
島
の
観
光
地
と
し
て
、
韓
国
人
、

　

日
本
人
そ
れ
ぞ
れ
へ
の
対
応
は
？

　

年
間
20
万
人
の
韓
国
人
観
光
客
を
受
け

入
れ
て
い
る
対
馬
。
客
数
は
十
分
と
言
え

ま
す
が
、
本
当
に
満
足
し
て
帰
っ
て
い
た

だ
く
た
め
に
は
、
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
館
内
に
は

韓
国
語
で
の
案
内
の
他
、
韓
国
語
が
話
せ

る
職
員
を
雇
用
し
、
韓
国
人
観
光
客
へ
の

対
応
を
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。
今
後
も
寄

せ
ら
れ
る
リ
ク
エ
ス
ト
を
こ
れ
か
ら
の
活

動
に
活
か
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　

逆
に
、
国
内
観
光
客
は
知
名
度
の
低
さ

か
ら
、
攻
め
の
ア
ピ
ー
ル
が
必
要
で
す
。

実
は
、
旅
行
会
社
で
す
ら
、
営
業
に
行
く

と
「
壱
岐
は
行
っ
た
事
あ
る
が
、
対
馬
の

事
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
」
と
言
わ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
一
方
で
、
実
際
に
い

ら
っ
し
ゃ
っ
た
観
光
客
か
ら
は
「
食
べ

物
・
自
然
・
歴
史
と
こ
ん
な
に
素
晴
ら
し

い
島
だ
と
は
思
わ
な
か
っ
た
」
と
の
声
を

い
た
だ
き
ま
す
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
姉
妹
施
設
で
あ
る
、
福
岡
の

「
よ
り
あ
い
処
つ
し
ま
」
韓
国
の
「
対
馬

釜
山
事
務
所
」
と
連
携
し
て
、
観
光
物
産

の
振
興
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

　

「
対
馬
観
光
ガ
イ
ド
の
会
や
ん
こ
も
」

の
活
動
拠
点
に
も
な
り
、
町
あ
る
き
の
案

内
は
も
ち
ろ
ん
、
対
馬
学
の
講
師
と
し
て

も
活
躍
し
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

　

対
馬
市
民
と
観
光
客
の
交
流
を

　

対
馬
の
観
光
物
産
振
興
の
た
め
に
一
番

重
要
な
の
は
、
対
馬
に
住
む
我
々
が
対
馬

の
魅
力
を
学
び
、
発
信
す
る
こ
と
で
す
。

住
民
が
そ
の
土
地
の
魅
力
を
語
ら
な
け
れ

「　
　
　
　
　
　
　
　

」
を
運
営
す
る

（
一
社
）対
馬
観
光
物
産
協
会  

西
事
務
局
長
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
！

　

こ
の
施
設
の
役
割
は
？

　

対
馬
は
南
北
に
長
く
大
き
な
島
で
、
歴

史
や
自
然
に
も
恵
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
全

体
像
を
一
ヶ
所
で
知
る
こ
と
が
で
き
る
観

光
施
設
が
無
く
「
港
に
着
い
た
が
ど
う
動

い
て
よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
観

光
客
の
声
も
聞
か
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
誰
で
も
、
写
真
や
映
像
を
通
し
て
対

馬
の
歴
史
や
自
然
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、

対
馬
の
旅
の
出
発
点
と
し
て
、
こ
の
場
所

が
ウ
ェ
ル
カ
ム
ゲ
ー
ト
の
役
割
を
発
揮
し

て
く
れ
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
厳
原
港

か
ら
は
徒
歩
圏
内
で
す
し
、
路
線
バ
ス
も

乗
り
入
れ
る
こ
の
場
所
に
、
島
内
外
、
国

内
外
の
人
々
が
あ
つ
ま
り
、
賑
わ
う
様
子

が
目
に
浮
か
び
ま
す
。

　

建
物
や
家
具
に
対
馬
産
の
木
材
を
使
い
、

近
隣
の
金
石
城
櫓
門
や
石
垣
、
武
家
屋
敷

（一社）対馬観光物産協会　
事務局長　西　護さん

対馬藩家老古川家の長屋門が残っていた頃の大町通り

年々増加する韓国人観光客



路線バス
ロータリー

厳原バス停

WC

WC

WC

南北の路線バスが
一ヶ所で乗り入れ
可能です。

※トイレは、24時間
　利用できます。

多目的トイレ

対馬のおいしいものが
揃っている
特産品の間

体験・憩いの間
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　旅の途中で一休みできるスペース。ソバ打ち
やテボづくり、革加工など職人技の紹介を行っ
たり、外国人観光客向けの、着物の着付け・抹
茶・折り紙体験などを企画していきます。

体験・憩いの間（9：00～18：00）

　対馬の特産品の見本市。対馬の海の
幸・山の幸を販売、蜂蜜・地酒・果物など
特産品のアピールも行います。
　協会員さんのお気に入り商品で、オリ
ジナルギフトが作れるのも魅力です。

　かすまきやとんちゃん
に次ぐ新たなヒット商品
の誕生を！ 特産品の間（9：00～18：00）

　コンサートやもちつきなどのイ
ベントを開催したり、地元の人々の
朝市・夕市・フリーマーケットも計
画中です。

　長屋門に直結した、小規模な屋内
イベントができるスペースです。上
はガラス張りなので、雨天時にもイ
ベントができます！

多目的広場（8：45～18：00）

　特産品の間で購入した特産品を
すぐに味わったり、ゆっくりと休
憩できるスペースです。今後の活
用法にワクワク！　

観光情報館

対馬の自然・歴史がわかる「観光の間」
対馬のおいしいものが揃っている「特産品の間」
対馬の情報がわかる「観光案内所」

館内図

あま太郎

タイシュウ
デッパー

東沖
あな五郎

西沖
あな五郎

物産担当　
　扇さん
　ここでは、
会員のみな
さんが生産

または製造された対馬の
特産品の展示や販売を行
います。
　島民のみなさんや観光
客に知ってもらい、利用し
ていただくとともに、島外
への流通拠点としての役割
を担う施設となるようにし
ます。

※

※竹で編んだカゴ



厳原港

至対馬空港 至久田

県道24号線

↑
港

← →

対馬市役所
長崎県立対馬
歴史民俗資料館

八幡宮神社 対馬市
交流センター

親和
ＢＫ 〒

ココ

対馬の自然・歴史が
わかる
観光の間

対馬の情報が
わかる
観光案内所

多目的広場長
屋
門

レンタサイクルサービス
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　対馬の魅力をコンパクトにまとめ、町あるきガイドの入口となる
スペース。歴史・文化・偉人・自然・動植物などを写真や映像などで紹
介しています。市民向け対馬学講座の教材としての活用も期待され
ています。

長屋門　対馬の玄関口の象徴

　様々な観光情報を提供します。韓国
語が話せる対馬出身の職員を配置して
います。地元ガイド「やんこも」の手配。
ふれあい処限定の対馬スタンプも作り
ました！

観光担当　
　長瀬さん
　対馬の歴
史は奥が深
くて、まとめ

るのに苦労しました。
　観光の間には、対馬の魅
力が超・凝縮されていま
す！独特の自然や歴史・伝
承などを知っていただき
「対馬に来て良かった」「ま
た対馬に来たい」と思って
頂けるように、しっかりPR
していきます。

観光案内所（8：45～17：30）

観光の間（9：00～17：00）

　シンボルは、対馬藩家老古川家の長屋門。
　桟原の旧日新館門・対馬振興局前の氏江
家の長屋門・金石城の櫓門・幼稚園前の高
麗門…。次は何門だ？！

　対馬観光の総合窓口です。ちょっ
と風変わりな人たちがいます。
　砲台など、意外と知られていな
いマニアックなガイドブックもあ
りますよ！

　案内は日本語・英語・韓国語で対
応。ここで対馬の全体像を知り、島
旅の満足度UPを！

つしにゃんたちと
記念撮影もできるよ！

【新住所】
一般社団法人 対馬観光物産協会
〒817-0021
長崎県対馬市厳原町今屋敷672-1
観光情報館 ふれあい処つしま

つしにゃん

どんこ
ブラザーズ

つっしー

☎0920（52）1566　FAX 0920（52）1585
http://www.tsushima-net.org/　●休館日12/29～1/3

オリジナルスタンプもできたよ!!→



中
対
馬
振
興
部
管
内

行政と地域の皆さんを結ぶパイプ役として、これから１年間
ご活躍いただく各地区の区長さんを紹介します。（敬称略）

地
区
名

　

曲
　

小

浦

南

室

阿

須

桟

原

宮

谷

日

吉

天
道
茂

中

村

今
屋
敷

田

渕

大
手
橋

国

分

久
田
道

久
田
道
西
里

久

田

白

子

堀

田

尾

浦

安

神

久

和

内

院

内

山

桃

木

豆
酘
上
町

豆
酘
中
町

豆
酘
浜
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浅
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豆
酘
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佐
須
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小
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田
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田
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原

床

谷

日

掛

上

山
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根

椎
根
浜

椎

根

上

槻

久
根
田
舎

久
根
浜

焼

松

上
の
町
第
１

上
の
町
第
２

中
の
町

日

向

本

町

住

吉

日
の
出

宮
の
下

瀬
原
第
１

瀬
原
第
２

樽
ヶ
浜

大

浜

高

浜

西
高
浜

根

緒

洲

藻

箕

形

吹

崎

加

志

今

里

尾

崎

昼
ヶ
浦

黒

瀬

竹

敷

島

山

浦

崎

中

浜

大
船
越
本
町

平
瀬
原

久
須
保

女
護
島

緒

方

犬

吠

玉

調

大

山

小
船
越

芦

浦

賀

谷

濃

部

赤

島

鴨
居
瀬
住
吉

元
鴨
居
瀬

新
鴨
居
瀬

長

手

細
浦
飛
渡

仁

位

佐
志
賀

嵯

峨

貝

鮒

糸

瀬

和

板

横

浦

塩

浜

見
世
浦

鑓

川

千
尋
藻

　

曽
　

位
之
端

卯

麦

佐

保

貝

口

東
加
藤

水

崎

加

志
々

唐

洲

　

廻
　

志
多
浦

大

綱

小

綱

　

銘
　

　

田
　

三
根
上

三
根
下

三
根
浜

津

柳

青

海

木

坂

狩

尾

賀

佐

吉

田

　

櫛
　

佐

賀

志
多
賀

志

越

鹿

見

久

原

女

連

河

内

大

浦

鰐

浦

　

豊
　

　

泉
　

西

泊

古

里

比
田
勝

網

代

冨

浦

津

和

唐
舟
志

浜
久
須

玖

須

大

増

舟

志

五
根
緒

茂

木

　

琴
　

芦

見

一

重

小

鹿

松
ヶ
崎

浜

町

土
井
奈

本
元
町

上

町

下

町

太
鼓
町

三
軒
屋

大

地

西
津
屋

深

山

恵

古

仁
田
ノ
内

井

口

友

谷

　

湊
　

中

山

瀬

田
一

瀬
田
二

樫

滝

飼

所

越
ノ
坂

犬
ヶ
浦

御

園

越

高

伊

奈

志
多
留

田
ノ
浜

　

氏　

名　

梅

野

素

直

有

村

一

實

白

水

志

芳

原

田

初

見

柴

田

孝

文

内

山

宗

雄

一

宮

明

博

松

江
　

昭

原

田

秀

信

大　

木　

賢
太
郎

山

城
　

博

春

田
　

章

岩

佐
　

正

松

原

敬

行

上

利

幸

男

竹　

元　

三
四
郎

根

メ

憲

治

河

本
　

昇

武

田

勝

俊

平

間

義

弘

久

和

忠

光

庄

司

幹

雄

阿
比
留　

民　

生

大

原

政

央

太

田

和

雄

竹

岡

幸

洋

桐

谷

惠

太

福

井

秀

和

岸

川

達

也

内

山

勝

正

手

束

敏

弘

井

田

善

久

下

村

廣

計

三　

山　

登
志
郎

中

山

照

道

吉

野

秀

年

三

山
　

豊

一

宮

英

久

大

塚

英

樹

西

山

彩

香

熊　

本　

與
志
美

内

山

博

美

小

島

充

敬

中

村

榮

象

俵　
　
　

二
三
昭

相

浦

正

信

阿
比
留　

正　

明

川

元

邦

吉

神

宮

慶

昭

山

田

啓

治

阿
比
留　

忠　

男

梯
　

良

子
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